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件  名 平成 24年度萩博物館展覧会のご案内 

 
平成 24年度萩博物館展覧会を下記のとおりお知らせいたします。特別展 3回、企画展 2回開催します。
また、広報用リーフレットを作成いたしましたので、ご高覧ください。 
 
１．「志士」と「元勲」の書―筆先ににじみでる人となり―【企画展】 
  会 期：平成 24年 4月 21日（土）～6月 24日（日） 
  内 容：書は人柄を表すといわれる。館が多数所蔵している、幕末長州の志士・元勲の遺墨等を書

作品として鑑賞するとともに、認められた言葉の内容や時代背景を明らかにすることによ

って、彼らの人物像や心情を浮き彫りにする。 

２．最恐！危険生物アドベンチャー－海と山のアブナイ生きものたち－【特別展】 
  会 期：平成 24年 7月 9日（土）～9月 9日（日） 
  内 容：来場者が世界の海や山を探検して萩を目指し、その過程でさまざまな危険生物からの攻撃

を交わし、共存できるすべを体得できる体験型の展示会を開催する。これを通じ、海や山

の自然の驚異を体感しつつ、正しい知識やテクニックをもつことで十分に自然界に分け入

り共存できることを実感してもらい、自然科学への挑戦心・探究心を養ってもらう。 

３．没後 100年記念 楫取素彦と幕末・明治の群像【特別展】 
  会 期：平成 24年 9月 22日（土・祝）～10月 21日（日） 
  内 容：楫取素彦は初代群馬県令となり地方自治に尽瘁した。なかでも養蚕業と教育の振興は高く

評価される。吉田松陰・久坂玄瑞・伊藤博文ほか、楫取をとりまく様々な人物群像に照ら

し合わせながら、幕末から明治という激動の時代に彼が果たした役割を検証する。 

４．藤田伝三郎翁没後 100年記念 藤田美術館の名宝【特別展】 
  会 期：平成 24年 11月 3日（土・祝）～12月 9日（日） 

（ただし 11月 21日（水）は展示替のため閉鎖） 
  内 容：明治財界のリーダー藤田伝三郎が収集した日本を代表する美術品の逸品を藤田美術館から

借用し、重要文化財を含む絵画や墨跡・茶道具などの名宝 58 点を、前期・後期にわけて
全国で初めて藤田美術館以外で一堂に展示する。 



５．コマーシャル１００年 in萩─城下町近代化のあゆみ─【企画展】 
  会 期：平成 24年 12月 22日（土）～平成 25年 4月 7日（日） 
  内 容：明治維新の後、いち早く地域ブランド商品の開発に取り組み、史跡観光という新機軸で地

域の誇りを「まちづくり」につなげた萩の人々。城下町を起源とする「まち」の特徴ある

近代化を、「広告」を切り口に再発見する。 

６．会  場：いずれも萩博物館 企画展示室 

７．開館時間：午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時 30分まで） 

８．休 館 日：なし ただし、9月 14日（金）は燻蒸のため全館休館します。 

９．観 覧 料：大人 500円、高校・大学生 300円、小中学生 100円 
ただし、「藤田美術館の名宝」展については特別料金となります。 


